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1. 2026年3月期の連結業績（2025年4月1日～2026年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 30,944 10.4 1,516 33.5 1,602 31.2 1,183 37.5

2025年3月期 28,025 5.3 1,136 17.7 1,221 15.4 860 13.7

（注）包括利益 2026年3月期　　1,257百万円 （44.7％） 2025年3月期　　868百万円 （5.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年3月期 129.06 112.84 12.4 10.0 4.9

2025年3月期 94.41 ― 9.7 8.4 4.1

（参考） 持分法投資損益 2026年3月期 17百万円 2025年3月期 16百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 17,241 9,966 57.8 1,117.40

2025年3月期 14,791 9,194 62.2 1,005.96

（参考） 自己資本 2026年3月期 9,961百万円 2025年3月期 9,194百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年3月期 1,176 △2,014 219 3,580

2025年3月期 850 △35 △235 4,197

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年3月期 ― 12.00 ― 14.00 26.00 237 27.5 2.7

2026年3月期 ― 15.00 ― 17.00 32.00 289 24.8 3.0

2027年3月期(予想) ― 18.00 ― 18.00 36.00 32.1

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 3.4 1,300 △14.3 1,500 △6.4 1,000 △15.5 112.18



※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　有

新規 2 社 （社名）
株式会社アイワサービス　　

株式会社武蔵野通信
、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期 9,624,490 株 2025年3月期 9,624,490 株

② 期末自己株式数 2026年3月期 709,861 株 2025年3月期 484,260 株

③ 期中平均株式数 2026年3月期 9,168,153 株 2025年3月期 9,112,165 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、雇用・所得環境の改善などから緩やかな回復傾向となりました。一方、ロ

シア・ウクライナ紛争や中東情勢問題の長期化による原材料及びエネルギー価格高騰、及び米国関税政策、日中対立

動向、中東情勢の更なる緊張化といった世界情勢不安定化の懸念などにより、景気の先行きは依然として不透明な状

況が続いております。

ビルメンテナンス業界におきましては、安全で快適な環境維持と省エネルギーに対する顧客の関心が高まってお

り、市場環境は徐々に好転しているものの、原材料価格の高騰や人手不足など、厳しい状況が続いております。

このような状況において、当社グループは、契約更改活動をはじめとした収益力向上施策や慢性的な人手不足解消

に向けた取り組みを推進するとともに、日々刻々と変化する顧客の状況に柔軟に対応するため、「高度化、多様化す

る顧客ニーズにマッチしたサービス品質の向上」を優先的に対処すべき課題とし、より一層顧客の視点に立った専門

性の高いサービスをタイムリーに提供することに努めてまいりました。

この結果、当連結会計年度の業績は、前連結会計年度に受注した新規物件の本格稼働や臨時作業売上が好調に推移

したことなどにより、連結売上高合計は、前年同期比29億19百万円（10.4%）増加の309億44百万円となりました。

利益につきましては、継続的なベースアップの実施による人件費の増加はあったものの、上記新規物件の利益確保

やグループ会社の利益率向上などにより、営業利益は前年同期比３億80百万円（33.5%）増加の15億16百万円、経常利

益は同３億80百万円（31.2%）増加の16億２百万円となり、親会社株主に帰属する当期純利益は同３億22百万円

（37.5%）増加の11億83百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末比24億50百万円増加の172億41百万円となりました。

これは、株式会社アイワサービス及び株式会社武蔵野通信の完全子会社化によるのれんの４億49百万円の増加、顧

客関連資産の６億25百万円の増加、受取手形及び売掛金の７億12百万円の増加、投資有価証券の５億59百万円の増加、

現金及び預金の４億34百万円の減少が主な要因となっております。

負債は、前連結会計年度末比16億79百万円増加の72億75百万円となりました。これは、転換社債型新株予約権付社

債の10億４百万円の増加、繰延税金負債の２億14百万円の増加が主な要因となっております。

純資産は、利益剰余金の９億16百万円の増加、自己株式の２億59百万円の減少などにより、前連結会計年度末比７

億71百万円増加の99億66百万円となり、自己資本比率は57.8%となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における「現金及び現金同等物」は、前連結会計年度末比６億16百万円減少の35億80百万円と

なりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、11億76百万円の増加（前連結会計年度は８億50百万円の増加）となりま

した。

これは主に、増加として税金等調整前当期純利益16億34百万円、減少として売上債権の増加額５億41百万円によ

るものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、20億14百万円の減少（前連結会計年度は35百万円の減少）となりまし

た。

これは主に、株式会社アイワサービス及び株式会社武蔵野通信の株式取得による支出10億31百万円、投資有価証

券の取得による支出４億96百万円及び有形固定資産の取得による支出２億１百万円によるものであります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、２億19百万円の増加（前年連結会計年度は２億35百万円の減少）となり

ました。

これは主に、増加として転換社債型新株予約権付社債の発行による収入９億93百万円、減少として自己株式の取

得による支出２億92百万円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、ロシア・ウクライナ紛争や中東情勢の長期化に伴うエネルギー価格や原材料価格

の更なる上昇、慢性的な人手不足による人件費の更なる上昇が懸念されるなど、経営環境は依然として先行き不透

明な状況が続くものと予測されます。

ビルメンテナンス業界におきましては、上記に加え、既存物件に係る顧客のコスト削減を目的とした契約価格の

見直し・仕様変更の動きが懸念され、厳しい状況が続くものと見込まれます。

このような状況において、当社グループは、引き続き「高度化、多様化する顧客ニーズにマッチしたサービス品

質の向上」を優先的に対処すべき課題とし、お客様のニーズを真摯に受け止めながら、ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）への取り組みを強化し、業務効率の更なる向上を実現すべくＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を

推進することにより、幅広い分野において品質の高いサービスを提供できる「進化し続けるビルメンテナンス」を

追求し、持続可能な社会の実現に大きく貢献してまいる所存であります。

この課題の実現に向けて、2026年５月14日付で「中期経営計画2026-2028」を策定いたしました。本計画は、2024

年５月14日付で策定した「長期ビジョン2026-2035」における最初の３ヶ年計画であると同時に、変化する環境にし

なやかに対応しながら、お客様からより一層信頼される組織体制を整え、新たなステージへジャンプアップするた

めの３ヶ年として位置づけております。

本計画の推進により、投資家の皆様をはじめとした全てのステークホルダーから「ハリマで良かった！」と評価

いただける企業となるべく、引き続き企業価値向上に向けて取り組んでまいります。

次期の連結業績につきましては、売上高は320億円(当連結会計年度比3.4%増)、一方、人財投資費用が先行するこ

とにより、営業利益13億円(同14.3%減)、経常利益15億円(同6.4%減)、親会社株主に帰属する当期純利益10億円(同

15.5%減)を見込んでおります。

(注) 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績等は今後様々な要因

により大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの事業はほぼ国内に限られ、また利害関係者の多くも国内であるため、期間比較可能性及び企業間の

比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,766,959 4,332,183

受取手形及び売掛金 4,271,348 4,983,991

契約資産 103,258 266,418

未成業務支出金 9,233 17,510

商品及び製品 3,808 9,979

原材料及び貯蔵品 80,890 140,046

その他 231,617 273,289

流動資産合計 9,467,116 10,023,419

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,484,740 1,607,705

減価償却累計額 △573,153 △626,740

建物及び構築物（純額） 911,587 980,965

土地 1,433,896 1,473,380

その他 475,868 613,743

減価償却累計額 △275,768 △410,367

その他（純額） 200,099 203,375

有形固定資産合計 2,545,583 2,657,721

無形固定資産

のれん 68,707 518,383

顧客関連資産 34,527 660,281

その他 160,633 192,632

無形固定資産合計 263,869 1,371,296

投資その他の資産

投資有価証券 1,065,121 1,624,219

長期貸付金 47,669 39,887

保険積立金 542,799 587,737

差入保証金 165,729 171,791

繰延税金資産 265,550 293,041

投資不動産 343,474 343,474

減価償却累計額 △143,890 △145,328

投資不動産（純額） 199,583 198,146

その他 280,412 326,716

貸倒引当金 △52,412 △52,478

投資その他の資産合計 2,514,454 3,189,061

固定資産合計 5,323,907 7,218,080

資産合計 14,791,023 17,241,499
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,236,001 1,562,050

短期借入金 424,600 388,600

未払金 512,811 508,964

未払法人税等 228,920 413,660

契約負債 842,930 795,485

賞与引当金 423,656 443,354

受注損失引当金 26,600 31,203

その他 904,517 1,036,607

流動負債合計 4,600,037 5,179,926

固定負債

長期借入金 360,000 194,400

転換社債型新株予約権付社債 － 1,004,500

リース債務 42,823 39,670

退職給付に係る負債 460,359 442,673

役員退職慰労引当金 99,439 159,341

繰延税金負債 12,596 226,641

その他 21,039 28,207

固定負債合計 996,258 2,095,434

負債合計 5,596,296 7,275,361

純資産の部

株主資本

資本金 654,460 654,460

資本剰余金 699,276 734,141

利益剰余金 7,905,307 8,822,249

自己株式 △194,960 △454,309

株主資本合計 9,064,083 9,756,541

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 165,245 213,832

退職給付に係る調整累計額 △34,601 △9,143

その他の包括利益累計額合計 130,643 204,689

新株予約権 － 4,907

純資産合計 9,194,727 9,966,138

負債純資産合計 14,791,023 17,241,499
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 28,025,552 30,944,787

売上原価 24,151,816 26,206,817

売上総利益 3,873,735 4,737,970

販売費及び一般管理費

役員報酬 228,253 286,569

給料及び賞与 982,224 1,070,770

賞与引当金繰入額 75,408 86,176

役員退職慰労引当金繰入額 502 10,502

退職給付費用 11,925 18,077

貸倒引当金繰入額 63 65

のれん償却額 12,124 62,925

賃借料 268,187 288,689

その他 1,158,954 1,397,871

販売費及び一般管理費合計 2,737,644 3,221,649

営業利益 1,136,091 1,516,321

営業外収益

受取利息 3,321 7,146

受取配当金 24,127 28,953

助成金収入 7,701 7,627

持分法による投資利益 16,931 17,560

保険返戻金 10,333 12,474

不動産賃貸料 33,726 34,575

その他 10,318 16,208

営業外収益合計 106,460 124,546

営業外費用

社債発行費 － 11,088

支払利息 8,105 10,424

不動産賃貸費用 12,385 12,928

その他 788 4,308

営業外費用合計 21,279 38,750

経常利益 1,221,272 1,602,117

特別利益

固定資産売却益 8,341 395

投資有価証券売却益 51,027 31,829

特別利益合計 59,369 32,225

特別損失

減損損失 59,237 －

特別損失合計 59,237 －

税金等調整前当期純利益 1,221,403 1,634,342

法人税、住民税及び事業税 344,176 529,994

法人税等調整額 11,677 △78,889

法人税等合計 355,854 451,105

当期純利益 865,549 1,183,236

非支配株主に帰属する当期純利益 5,281 －

親会社株主に帰属する当期純利益 860,267 1,183,236
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 865,549 1,183,236

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,082 48,586

退職給付に係る調整額 △10,904 25,458

その他の包括利益合計 3,178 74,045

包括利益 868,727 1,257,282

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 863,445 1,257,282

非支配株主に係る包括利益 5,281 －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 654,460 665,760 7,236,317 △226,464 8,330,073

当期変動額

剰余金の配当 △191,277 △191,277

親会社株主に帰属す

る当期純利益
860,267 860,267

自己株式の取得 － －

自己株式の処分 33,515 31,504 65,019

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － 33,515 668,989 31,504 734,009

当期末残高 654,460 699,276 7,905,307 △194,960 9,064,083

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 151,162 △23,697 127,465 － 65,398 8,522,937

当期変動額

剰余金の配当 △191,277

親会社株主に帰属す

る当期純利益
860,267

自己株式の取得 －

自己株式の処分 65,019

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

14,082 △10,904 3,178 － △65,398 △62,220

当期変動額合計 14,082 △10,904 3,178 － △65,398 671,789

当期末残高 165,245 △34,601 130,643 － － 9,194,727
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 654,460 699,276 7,905,307 △194,960 9,064,083

当期変動額

剰余金の配当 △266,295 △266,295

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,183,236 1,183,236

自己株式の取得 △292,322 △292,322

自己株式の処分 34,865 32,972 67,838

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － 34,865 916,941 △259,349 692,457

当期末残高 654,460 734,141 8,822,249 △454,309 9,756,541

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 165,245 △34,601 130,643 － － 9,194,727

当期変動額

剰余金の配当 △266,295

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,183,236

自己株式の取得 △292,322

自己株式の処分 67,838

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

48,586 25,458 74,045 4,907 － 78,953

当期変動額合計 48,586 25,458 74,045 4,907 － 771,411

当期末残高 213,832 △9,143 204,689 4,907 － 9,966,138
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,221,403 1,634,342

減価償却費 169,900 191,145

のれん償却額 12,124 62,925

減損損失 59,237 -

固定資産売却損益（△は益） △8,341 △395

保険解約損益（△は益） △10,333 △12,474

投資有価証券売却損益（△は益） △51,027 △31,829

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 33,409 △17,686

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,151 65

賞与引当金の増減額（△は減少） 60,601 15,391

受取利息及び受取配当金 △27,449 △36,100

支払利息 8,105 10,424

売上債権の増減額（△は増加） 119,884 △541,118

契約資産の増減額（△は増加） △72,170 △163,159

棚卸資産の増減額（△は増加） △15,878 △65,434

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,548 △39,436

仕入債務の増減額（△は減少） △90,129 301,722

契約負債の増減額（△は減少） △78,817 △51,371

未払消費税等の増減額（△は減少） △24,060 28,303

未払金の増減額（△は減少） △136,659 56,707

その他の流動負債の増減額（△は減少） △11,885 38,042

その他 62,066 168,575

小計 1,207,377 1,548,639

利息及び配当金の受取額 27,491 35,889

利息の支払額 △8,318 △10,382

法人税等の支払額 △376,416 △397,510

営業活動によるキャッシュ・フロー 850,134 1,176,636

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 - △200,000

定期預金の払戻による収入 30,000 18,000

有形固定資産の取得による支出 △109,528 △201,403

有形固定資産の売却による収入 32,759 424

無形固定資産の取得による支出 △7,898 △107,026

投資不動産の取得による支出 △500 -

投資有価証券の取得による支出 - △496,142

投資有価証券の売却による収入 57,913 43,536

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△208,810 △1,031,540

保険積立金の積立による支出 △27,401 △28,430

保険積立金の払戻による収入 230,400 19,814

貸付金の回収による収入 7,824 8,191

差入保証金の差入による支出 △26,327 △22,985

差入保証金の回収による収入 6,465 3,343

その他 △20,440 △20,559

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,545 △2,014,777
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 -

長期借入れによる収入 600,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △545,256 △501,600

自己株式の取得による支出 - △292,322

配当金の支払額 △190,236 △266,310

転換社債型新株予約権付社債の発行による収入 - 993,411

新株予約権の発行による収入 - 4,907

非支配株主への配当金の支払額 △60,000 -

リース債務の返済による支出 △14,033 △18,390

その他 △5,883 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,409 219,695

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,404 1,669

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 582,583 △616,775

現金及び現金同等物の期首残高 3,614,876 4,197,459

現金及び現金同等物の期末残高 4,197,459 3,580,683
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

（取得による企業結合）

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社アイワサービス

事業の内容：建築物総合サービス業

(2)企業結合を行った主な理由

株式会社アイワサービスは、関西エリアにおいて、病院清掃管理業務を中心に事業展開しており、「清掃で快適を
創造する」という理念のもと高品質なサービスを提供するなど、顧客からの信頼は厚く、安定した事業基盤を築いて
まいりました。
当社は、長期ビジョン2026-2035における「挑戦領域」へ到達するための施策の一つとして「事業エリア拡大」を掲

げております。今回の株式取得は、関西エリアにおける一層の事業基盤強化を図るとともに、株式会社アイワサービ
スとベストプラクティスを共有することにより、グループ間シナジーの向上にも寄与するものと考えております。

(3)企業結合日

2025年４月１日

(4)企業結合の法的形式

当社を完全親会社とし、株式会社アイワサービスを完全子会社とする株式取得

(5)結合後企業の名称

変更はありません。

(6)取得した議決権比率

100％

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．当連結会計年度に係る連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年４月１日から2025年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,464,566千円

取得原価 1,464,566千円

４．主要な取得関連費用の内訳及び金額

デューデリジェンス費用：5,505千円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1)発生したのれんの金額

388,174千円

なお、取得原価の配分の完了に伴い、のれんの金額は確定しております。

(2)発生原因

取得原価が企業結合時の時価純資産額を上回ったことによるものです。

(3)償却方法及び償却期間

８年間にわたる均等償却

６．企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

2025年４月１日に行われた株式会社アイワサービスとの企業結合について、中間連結会計期間において暫定的な会計

処理を行っておりましたが、当第３四半期連結会計期間において確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、暫定的に算出されたのれんの金額804,313千円は、会計処理の確定により

416,138千円減少し388,174千円となっております。のれんの減少は、主に顧客関連資産が644,477千円、繰延税金負債が

228,338千円増加したことによるものです。

なお、のれんの償却期間は８年、顧客関連資産の償却期間は12年であります。
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（取得による企業結合）

１．企業結合の概要

(1)被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社武蔵野通信

事業の内容：セキュリティーシステム工事、省エネ・節電対策工事、消防施設工事、ＬＥＤ事業

(2)企業結合を行った主な理由

株式会社武蔵野通信は、東京都内において、電気工事・電気通信工事業を中心に事業展開しており、「セキュリテ
ィー、省エネ（ＬＥＤ）を通じて、お客様に安心して豊かな暮らしをご提案」という企業理念のもと、東京都・神奈
川県・埼玉県などの首都圏のサービス事業者として、お客様の信頼に応え、地域社会への貢献と社会的責任を果たす
とともに、安定した事業基盤を築いてまいりました。
今回の株式取得は、長期ビジョン2026-2035において掲げている「グループ成長戦略」の推進に大きく寄与するもの

であり、株式会社武蔵野通信とベストプラクティスを共有することにより、グループ間シナジーを生み出すものと考
えております。

(3)企業結合日

2025年８月１日

(4)企業結合の法的形式

当社を完全親会社とし、株式会社武蔵野通信を完全子会社とする株式取得

(5)結合後企業の名称

変更はありません。

(6)取得した議決権比率

100％

(7)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．当連結会計年度に係る連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2025年８月１日から2025年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 318,100千円

取得原価 318,100千円

４．主要な取得関連費用の内訳及び金額

アドバイザリー費用等：20,180千円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1)発生したのれんの金額

124,426千円

なお、取得原価の配分の完了に伴い、のれんの金額は確定しております。

(2)発生原因

取得原価が企業結合時の時価純資産額を上回ったことによるものです。

(3)償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

６．企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

2025年８月１日に行われた株式会社武蔵野通信との企業結合について、第３四半期連結会計期間において暫定的な会

計処理を行っておりましたが、当第４四半期連結会計期間において確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、暫定的に算出されたのれんの金額144,043千円は、会計処理の確定により19,616

千円減少し124,426千円となっております。のれんの減少は、主に顧客関連資産が30,147千円、繰延税金負債が10,530千

円増加したことによるものです。

なお、のれんの償却期間は５年、顧客関連資産の償却期間は５年であります。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループの事業セグメントは、建築物総合サービス事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報

の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

項目
前連結会計年度末
(2025年３月31日)

当連結会計年度末
(2026年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 1,005円96銭 1,117円40銭

(算定上の基礎)

純資産の部の合計額(千円) 9,194,727 9,966,138

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― 4,907

（うち非支配株主持分） (―) (―)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 9,194,727 9,961,230

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株

式の数(株)
9,140,230 8,914,629

項目
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益金額 94円41銭 129円６銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 ― 112円84銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 860,267 1,183,236

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

860,267 1,183,236

普通株式の期中平均株式数(株) 9,112,165 9,168,153

(注) 前連結会計年度において、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりま

せん。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


